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の分離法 と して 用い た の で 厳密 に 本実験結果 を ， 自然よ りの 分離株 ＆卿 ゐ．ecrevisiah　Strain　KM −46 及 び Strain

AM −3 に まで適用す る事は出来ない ．しか し少な くと もこ れ ら自然分離株中に は本報告に 述べ た欠 落遺伝子が 存

在す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　D −Galactoseを唯
一

の 糖として 加 へ た完全培地で 2週間培養 して も醗酵 しな い SZiccharomptres属の Haploid 株

を検索 し， それ ら を交配 に依 る補足 効果 の 有無か ら分類 した． その 結果， 我々 の 研究室保存株か ら2 種類 Gar−

bOndale 保存株か ら 1種類が 得 られ た．

　こ れ らの 株の もつ D −Galactose 非醗 酵性壅質は 4胞子解析 に 依 り夫 々 1個 の 遺伝子の 欠落又は 不活性化に 依 る

事が 判つ た．そ して 夫 々 の 欠落遣伝子 を 各々 の 原株の 記 号 を 用 い て ，gaオ M ，　 gaκ Ms 及び grOA と区 別 した．

　我 々 の 研究室 で 見出 され た 2個 の 欠落遣伝子 gaA．−f と gaKur は互 に密接 な連鎖を 示 し，　 CarbOndale 保存株

中に 見出 され た欠 落 遣 伝子 gaaA は こ れ らに 運鎖 を示 さな かつ た．

　GAALu と GAev が共に Heterozygous で Trans 型 の 場含，　 D ・Galactose へ の 適応 に 長期間を 要 し，

一
度適

応 した もの は， D −Galactose を含まな い培地 で約 1 ケ 月間 累代培養 を続けて も， 再び元の 長期適応型 の 株 へ 還 ら

な か つ た．これ らの 点 に つ い て ，
GAAM と GAt κ 両 遺 伝子 の 間 に 疑似対立遺伝子関係 の 可能性が あ る 事 に っ い

て 論 じた．

　終 りに 臨み ， 終始御指導 を 賜 わ つ た 照井教授並 び K 御鞭 撻 を い た だ い た 近 大小 田教授 に 深謝致 し ま す．

　 尚本報告の
一一・SSは 昭和 31年及 び 32年秋 の 大 阪 醸 造 学 会 に 於 て 講 演 した．
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屎 尿 の 消 化 処 理 に 関 す る 研 究 （報 1報）

屎 尿 の 揮 発 性 有 機 酸 と B・O ・D ・

橋 本 奨i　 （大阪 市 立 衛生 研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　近年都 市 の 余 剰屎尿 の 処理 が 環境衛生上 ， 又行政上重大な問題 となつ て い る．屎尿処理 法とし て は嫌気性消化

lki＞， 好気 性消化法
S
）
s 化学処 理 法

謹）
， 電 解処理 法 り

， 屎尿塵芥 の 併合高速堆肥 化処理 法
S）

， 下 水流注 に よ る活性 汚

泥 XS． e’）
， そ の 他 海 洋投 棄 法

7）
， 温 熱処理 法り等種 々 の 方法があり， 各都市で は その 、匠地条件 と経済条件 を 考慮 して ，

こ れ ら処理 法 の 折衷法が採用され て い る が ， 木だ 各都 市の すべ て の 条件 を 充足す る 合理 的処理 法 は 見 当 らな い ．

　屎尿は 大腸菌 ， 腸球菌， ウ エ ル シ ユ 菌その 他多種多様の 好気 性細菌並び に 嫌気性細熱 を 多量 に 含む 極 め て 悪喫

の 強い 有機膠質性腐敗物質 で ， そ の処 理 に は安 全 化 （チ フ ス 菌，赤痢 菌等の 病原菌或 は 大腸菌 の 除去） と安定化
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（有機性汚染物即ち B．O ・1〕t一の 除去）がある．又処理 効果め判定 に は ， 安全化 で は大腸菌が ， 安 定 化 で は B ：O ・D ．

が指標とされて い る．然し汚物の B．0 ．D ．物質は 汚物の種類と性質に よ り非常に 区々 で あ る ため ， その 処理 法 も

B，OD ・物質の 性質 に 応じて 検討 されねば な らな い ．従つ て合理 的処 理 法 を選 定し ， 且 つ 確立す るに は BD ・D ・物

質の 本体を明 らか に す る 必要が あ る．

　
一般に微生物の 好気性代謝icよ る有機物分解で は COt

，
　H

雪
0

，
　H202 等が生成 され るが ， 嫩気性代謝に よ る有機

物分解 で は最終産物として 主として醋酸その 他 の 揮発性有機酸或は ア ル コ ール 等が生成され て ， 微生物は代謝を

終 え る
D）．夊 メ タ ン 醗 酵 を利 用 す る 嫌気性消化法 で は こ れ ら生成有機酸は メ タ ン 醸酵菌に よ りメ タ ン と 炭酸 ガ ス

に 分解され る
1°）
一’ls ）．従つ て メ タ ン 醗酵菌 に欠 乏 し

lu ）
， 且 つ 有機物の 娵気 分解の 顕著 な 屎尿中 で は 多量 の 揮発性

有機酸が蓄積 されるこ とが予想され る．著者は 屎尿中の揮発性有機酸量 を測定 し ， 且 つ こ れ が 屎尿 B．O ．D ・との

鬨係を し らべ た の で そ の概要を報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実験方 法 並ひ に実験成績

　 1．輝発 性有機酸 の 測定

　従来下水処 理 に お け る汚 泥 消化槽 の運 転調整 に は ， 消化槽汚泥 の 揮発酸分析 が 広く利用 され， 若干の 水蒸気蒸

溜に よ る揮発酸測定法
Lt〕15）が報告され て い るが，そ の 測 定 tLは長時間を要 し 且 つ 操作が 複雑で あ る た め ， 消化槽

の 運 転 調整 に は不 便 の 場合が 多い ．又 「Standard　methods 　of 　the　examination 　of 　water 　and 　sewage 」
1e） の 9

版 に示 され て い る稀硫酸溶液に よ る直接蒸溜 法 は ， 短時間に 測定を終了す るが ， 試料中 に汚泥 や 懸濁固形物があ

る ときは蒸 溜 時に 有機物分解が 起 b ， 酸生戒に よ る誤差が生ず る．その た め蒸溜前に 汚泥や 懸濁固形物を除去せ

ね ばな らな い
17）．近 年 FROOKIB ）は キ ール ダール 装置 を 用 い て，消化汚 泥 や溶液中の 揮 発酸 を98％以上 ic回収で

き る直接燐酸蒸溜法 を発表し たが ， 本法は 測定終了まで 厘か 2 時間で ， 又有機物分解に よ る測定誤差は生 じな い

と い う．こ の 方 法 は 極 め て簡易且 つ 迅速 に 測定で きる 利点が あ る た め ， 本法 を屎尿 の 揮発酸測定 に 適用で き るか

否か に つ い て 若干 の 検 討 を行つ た．

　試料 ： 大阪市汲取屎尿並 び に 尼ケ 崎市屎尿消化槽の 消化脱離液と消化汚泥 を用い た．測定前 ， こ れ ら試 料を35

mesh の 金網で 濾過 して 大 型 浮遊固形物を除 き， こ の 濾過液 を約30分間静置 して 沈澱 性浮 遊物を 除去 した．更 に

非沈澱 性 の 浮 遊 徹粒子 を除去す るた め こ の 上澄 液 に 5 ％Hy −Flo　Super　Ge1 を添加 し， よ く混合後， ブ フ ナ ー濾斗

Fig．　l　Appara しus ｛br　direct
phQsphQric　acid 　distillation・
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　 　 　 　 　 　 　 　 皿 lof 　O．lN−NaOH

Fig．21n 伽 ence 　of 　increasing　amounts 　of 　85・percent

　phosphoric　 acid 　 on 　di8ti1置ation 　curves ．

　Distmalion　 sample 　 of 　 cont ．　A 　 and 　 cont ．　B 　 was

　prepared　by　adding 　only 　5m 且and 　50ml　of 　85多6

　phosphoric　acid 　respectivcly ．
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で 濾過 し， そ の 澄 明濾液 を揮発酸測定の 試料と した．

　測 定方法 ： FROOK の 方法
且s

）に準 じた．上 記 試料25一韮50ml に 85％燐酸 5ml ，並 び に 飽 和硫 酸 銀 溶 液 5m 【を 加

え ， 蒸溜水 で 全量205ml と して ，
　 Fig　1に図示 し た500ml 容枝附蒸溜 フ ラス コ で 直接蒸溜す る，溜液の 溜 出速度は

毎 分 5 〜6ml と して ， 溜液1601nkに っ い て 0・INNaOH 溶液 で 滴定 し， その 消費 cc 数 よ り採取 し た試料の 揮発酸

量を醋酸 p．pm として 算出す る．本法の 問題 点 は ，蒸溜時に 溜 液 を25ml つ つ 採取 して 0 ．1NNaOHas 液 で 滴 定 し，

蒸 溜曲線を作製す る こ とに よ り検索 した，試料中の 浮遊物の 存在 は加水分geItよ る酸生成 の 原因 とな るが ，
5 ％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に Hy −Flo　Super　Cel を 添加して得た 澄明な濾液 ，
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Fig．3　 Comparison　 of 　phosphoric　 acid 　 and

　 　 　 sulfuric 　 acid 　distillation　 curves ．

　 　 　 　 Percent 　 of 　 acid 　 distilled

Fig、4　Distillation　 rate 　fbr　various 　standard

　　 ac 三ds ；digested　night 　 so 五I　 and 　night

　 　 　soiL

2 ％ に Ga （OH ）2を 添加 して得 た 澄 明な 濾 液 ，1 ％ に

CaCl
， を添加 して得 た 澄明 な濾液 並 び に FROOK の

方法
13 ）

に 準 じて得 た 澄 明 な 濾液を 用い て ， それ ぞ れ

蒸溜曲線を作製 し た結果 で は 何れ も大 差 な く，5％ に

Hy −Fle　Super　Cel を添加 して 得た潴液 で は加水分

解 に よ る酸 生成 は殆 どな い もの と判断 され t．

　蒸溜曲線 に 及 ほ す燐酸添加量 の 影 響 （Fig．2）： 85

％燐酸 の 添加量を 5m 置
，
10皿 1

，
20m1

，
50ml と順 次増

量 し， 前記 測 定方 法 に 準 じて 蒸溜曲線 を作製 し ，
こ

の 蒸溜曲線 に 及ぼす燐酸添加量の 影響を試験 した。

添加量 5m1 で は 溜液 160ml以 上で も有機物分解 に よ

る酸生成 は 殆 ど認 め られ な い ．然 し添 加 量 10ml で は

溜液約 14emlYJ上 ， 添加 ts20rnlで は 溜液約 i20ml 以

ヒ， 夊添加量SOml で は 溜 液約 90【ロ L以上 よ り各何れ

も有機物分解 に よ る 酸生成が 顕著に 認 め られ る．又

85％燐酸50ml を加 え た盲験 の B で は 溜液 160m1以上

よ り酸 生 成 が 著 し くな る が ，85％燐酸 5ml を加 え た

盲験 の A で は B の 如 く過度 の 酸生成 は認 め られ な い ．

FROOKJS ）は燐酸添加量 を 50m1 とし ，
・総量 205ml で

直接 蒸溜 し ， 溜 液 162m1 に つ い て 揮発酸量 を定 量 し

て い る が こ の 方法 で は蒸溜 時 に 有機物分解 に よ る酸

生成 を認 め て いない ，こ れは勿論蒸溜す る試料の 性

質に も起 因す る と考 え られ る が ， 屎尿 の 場合 は 5ml

以 上 過 度 に 燐 酸 を添 加 すべ きで な い．

　 直接燐酸蒸溜 と直接磁酸蒸溜の 比較 （Fig．3）：直

接燐酸蒸溜で は 燐酸添加量を 5ml
，
　IOml とし，夊直

接硫酸蒸溜で は 濃硫酸添加量を 2ml
，

5m 且と し て ，

それ ぞれ 前同様蒸溜曲線を作製 し， 両者を 比較 した。

図示 し た や うに ， 濃硫酸 5ml の 添加 で は 蒸 溜 初期

か ら著 し く有機物分解に よ る酸 生成が 認 め られ るが，

濃硫酸 2ml の 添加で は 溜液約 160ml 以上 よ り僅か に

有機物分解 に よ る 酸生成 が 認 め られ る．燐 酸 10ml

の 添加 で は 溜液約 160ml 以上 よ り僅か に 酸生成 は認

め られ る が ， こ の 酸生成 は 濃硫酸 の 場合 よ りも著 し

く緩慢で あ る。特 に 燐酸 5m1 の 添加で は 有機物分

解 に よ る酸生成 は殆 ど認 め られ な い，

　純粋揮 発酸と屎尿揮 発酸の 蒸溜率曲線 （Fig・4）：
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Table　l　Recovery 　of 　volatile 　acids 　added 　to　clear

　　　　 丘ltrate　Qf 　night 　soi 亘　by　direct　phosphosic

　 　 　 　 acid 　distillation．
’

　 Kinds 　 of

volatile 　 acids

Acetic　 acid

Propionic　acid

Butyric　 acid

蝕 i

欝
岫 id

即 慧騨
25L7285

．0289

．7

226．5274
．3290

．2

90．096

．3100

．1

Components 　 of 　distillation　sample ；total　vo 粟ume

205m し saturated 　AgSO
｛

soLution 　 5m1 ，　 sample 　 of

clear 　丘ltrate　150n巳i， 85　g・S　HsP （）
，　5mL

蟻 酸 ，酷酸 ，
プ ロ ピ オ ン 酸 ，

n 一酪酸 ，
　 n 一バ

レ リ ン 酸の 各 N120 溶液並 び に n 一カ プ ロ ン

酸 の N140as液 を夫 々 150mIと り，前同様全

量 205miと し て Fig．　1の 蒸溜装置を 用 い て ，

蒸溜率曲線を作製 した，夂消化屎尿と屎尿

に つ い て も同様 に その 揮発酸 の 蒸溜率曲線

を作 製 した．一般 に 揮 発 酸 の 蒸 溜 率 は酸 の

濃度に無関係で ， 酸固有の蒸 溜率曲線 を 有

す るか ら， こ の 曲線か ら含有揮発酸の 主成

分 を 推 定 す る こ とが で き る．図示 した よ う

に 屎尿並 び に 消化屎尿 の 揮発酸 の 蒸溜率曲

線 は 醋酸の そ れ に 類似 し ， 醋酸 とプ ロ ピ オ

ン 酸 の 両蒸溜 率曲線 の 間に 位置す る，従つ て屎尿揮発酸 は主 と して醋酸 で，そ の 他 は プ ロ ピオ ン 酸等 で あ る．特

に消化屎尿 の プ ロ ピ オ ン 酸含量は 屎尿 の それ よ りも函か に高い と推定 され る、

　直接 燐酸 蒸 溜 法 に よ る揮 発 酸 の 回 収 （Table 　1 ） ： 前 同 様試 料 150mlic85 ％燐 酸 5ml 並 び に 飽和硫酸銀 溶液 5ml

を加 え ， 更 に ，
こ れ に揮発酸 と して醋酸251．7mg

，
プ ロ ピ オ ン 酸285mg ，酪酸 289 ．7皿 9 を 夫 々 別個 に 加 え て ， 各

揮発酸 を含む蒸溜試料を 調製 し ， 直接燐酸蒸溜 に よ る添 加揮 発酸 の 回収率を し らべ た．尚対照 と して 揮発酸無添

加 の 蒸 溜試料 に つ い て も， 同様 揮 発酸量 を測 定 し た．

　Table 　1の よ うに 揮発酸 の 回収率は醋酸 で は 90．0％ ，
プ ロ ピ オ ン 酸 で は 96・3％ ， 酪酸 で は 100・1％を得た．こ の

場合の 添加 した 醋酸 ， プ ロ ピ オ ン 酸 ， 酪酸 の 各蒸溜 率曲線 は何 れ もFig．4 の 標準蒸 溜 率曲線 に一
致 し ， 蒸溜過程

に お け る 有機物分解 に よ る酸生成 は 殆 ど認め られ な か つ た ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 耳．屎尿 の 揮発性有機酸と B・O ・D・
　 Table　2　Volatile　 acids 　 content 　 of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 屎尿 の 揮発酸測定は 前鬮様に 操作し， 屎尿並 び ic屎尿分劃 の

　　　　 night 　soil　 and 　wcl レdigested
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B．O ．D ．測 定 J 叉屎尿揮発酸並び に 純粋揮発酸の B．O ．D ．測 定 は 何
　　　　 n …ght　 soil．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 れ も稀釈法

19 ）に よ つ た．B．O ・D ・は 5 日 値 を以 て 表 した．屎尿 は

謹 1蹄 濫儺 罵 予

飆 蕪黜 癲欝 鸞 讌 。．　　　　　112345678

58235919607969197080719974797561450w800
，F115012161368142417801971

静 Digested　 sludge

B．O ．D ．
，   可溶性屎尿 の 揮発酸量 ，   可溶性屎尿の 揮発酸 の B・O ・D ・を夫 々 測 定 し，

関係をし らべ た．即ち屎尿の B・OD ・は6447〜21080P・P・m ・平均10941P・P・m ・）一時間静 置 で 沈澱 性固形 物 を 除去

した屎尿の B．O ．D ・は 5302−−13012p，p．m ．
， 平均823gP．P．m ・（全 B ．O ．D ．の 75．3％）， 可溶性屎尿 の B．O ．D ．は 3875

−v11585P ，pm ・
， 平 均6894P・Pm ，（全 BD ．D ，の63，1％）， 屎 尿 の 揮発酸 量 は 4468−−7446P。p 皿 ．平均 5816P．P．m ．を

示 した．又 こ の 屎尿揮発酸 の B・OD ・は 3480〜6205P・P・m ・
， 平均4626P ・P・m ・で

， 全屎尿 B・OD ．の平均 42、3％ ，

可溶性屎尿 B・0・D ・の 平均67・丘％ を占め る．従 つ て屎尿 B・O ・D ・の 約63％ は 可溶性 B．0 ，D ，物質か ら成 り，又 こ

の 可溶性 B・O ・D・物質の 約67％ は 揮発酸か ら成 つ て い る．

　純粋揮発酸並びに 屎尿揮発酸の 巳，O，D・（Table　4 ）：蟻酸 ， 丙1髦臨 　プ ロ ピ ォ ン 酸♪ 酪酸，
バ レ リ ン 酸 2 ヵ ブ p

び に尼 ケ崎市屎尿 消化槽 の 消化屎尿 の 各 8 検体に つ い て ， そ の 縄

発酸量を測定 した．即 ち屎尿の 揮発酸 は 約 5800〜7600p．pm ．
， 消

化屎尿 の それ は約 1200〜2000p・p・m ・に 含まれ ， 屎尿の 揮発酸 は嫌

気 性消化 に よ り著 し く消化分解 され る．又消化屎 尿 の 汚 泥 揮発酸

は 約450〜800p・p・m ・に 含まれた ．

　屎尿 の B．O ．D．と揮発酸 の 関係 （Table 　3 ）： 大阪市汲取屎尿 4

検体 を用い ， 各検体毎に 次 の 順序 で ，   屎尿 の 全 BO ．D ．，  
一一

時

間静置沈澱後の 上 澄 屎 尿 の B・O ・D ・，  上 澄屎尿 に 5 ％ Hy −Flo

Super　Ccl を 添加 して 後 ， 濾過 して 得た澄明屎尿（可溶性屎尿）の

　　　　　　　　　　　　　　　　　屎尿の 揮発酸と B．0 ．D ．の
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Table　3　Relations　of 　5daゾs　B．0 ．D ．　 and 　volatilc

　　　　 acids 　in　some 　fractions　 of 　night 　 soil ．

、ヒ丶
＼ 　　 a 皿 peo

　　　　
’
＼ night 　 30i1

，
　No ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　
、1「、

　　　It。 m 　　
＼ 一．、＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

匚 2　　　3　 1　 4

　　　　　　　　1
Average

Total　 B．OD ．　 of

night 　 s。il（P・P 皿 ・） 「・… 1・・68121 ・8・1644・11・941

詈1黜 購 聞§
nt

剄・… 1・・8・113・・21 ・酷11 儡
識 盡

f

灘耀 笋i38，5
　　　　 （A ）

・・2・ 111585睡
6894

（63 」 ）

1：°講 謝 麗鵠 1嚠 52127 “ 61　613si　 ss16

B．0 ，D ．　 of 　 night 　 soil

add （PP
鸛 　 1　34s°

1昊1・ 1・・ （％）　 89・8

4738

67．4

62054081

53．9　　80，1

4626
（42．3）

67，1

　 Sample 　 was 　prepared　 by　 settiing 　the　 n 三ght　 soil

　 fbr　one 　hour．

ww 　Sample 　 was 　 prepared　 by　丘ltrating　 the 　 night

　 so 註　to　 whlch 　 were 　added 　50g　Filter　aid
，

　 Hy −Flo　Super　Cel，　per　li重er・

（）shows 　B．0 ．D ．　percent 　of 　night 　 soil　 fraction　to

　 total　B．OD ．

Tab 星e　4　 5daゾs　B．OD ，　 of 　volat 三le　 acids

AcidFormicAcetlcPropionic

ButyricValericCaproicN

玉ght　soi1り

Theoretical
　 oxygen

　demand 薈

　 〔A 〕

34810661512181620372204

Biological　oxygen

demand （5days）
ce

　　　（B ）

黜欝 ；
edi 一

」
107615857979829408742

〜900

585〜794

Availability
coeMcient （％）

〔瓰 × 100
〔A 〕

　 　 30．7
　 　 57 ．7

　 　 56．7

　 　 53．9

　 　 柵 ．7

　 　 18．5

管

P．P．m ．　of 　oxygen 甲 1  P．pm ．　 ol　 acid ．

（1）　uscd 　 eleven 　sample ．
（2 ）used 丘ve 　 sa 囮 ple・

ン 酸等の 純粋揮発酸並 び に 屎 尿 輝 発 酸 の 各

1「OOOp・p・M ・当 りの 占む る 5 日 B．O ．D ．を 測

定 した．こ れ ら B．0 ．D．の 理 論酸素要求量

（有 機 酸 1000p・p・m ・の 完 全 酸化に 要 す る酸

素量 p・p・m ・）に対す る割合即ち酸索利 用 率

（％）を算出した．即 ち揮発酸 1000P．P，m ，当

りの B・0 ．D ・は蟻 酸 で は 107P、P．m ．，醋酸 で

は 615P．P．皿 ．
， プ ロ ピ オ ン 酸 で は S57P．P．m ，

酪酸 で は 979p．p皿 ．
，

バ レ リン 酸 で は 829

P．P．m ．
， カプ ロ ン 酸 で は 408P．pm ．

， とな り，

炭 素原子 4 個 の 酪 酸が 最 も高 く， 酪 酸 を

max ．と して炭素原子数 の増減と共 IC　B．O ．

D ・は 低 下 す る．屎 尿 揮 発酸 で は 742〜900

p・p・m ・i　N 化屎尿 の揮発酸 で は585〜794p．p．

皿 ．とな り， 後者は 前者よ り僅 か に 低 く，両

揮 発酸 B．O ．D ．は 醋酸 ，
プ ロ ピ オ ン 酸，酪

酸の B ・0 ．D ・間 に位置す る．尚こ れ ら有機

酸の 酸素利用率 は 醋酸 が 57．7％ で 最 も高 く，

プ ロ ピ オ ン 酸 は56，7％ ， 酪 酸 は 53．9％ ，バ

レ リ ン 酸 は 40．7％， カ プ ロ ン 酸 は 18．5％ と

順 次 分 子 量 の 増加と共 に 減少 す る．

　　　　　　考　　　　　察

　屎尿 の B．O ．D ．は約 11COOp．P・m ・
， 不溶性

屎 尿 （浮 遊 固 形 物）の B．0 ，D．は 約 4000P．P．m ．
，

可溶性屎尿の B．O ．D ．は約 7000P．P．M ．
， そ

の中屎尿揮発酸 に由来す るB．O ．D・は約 4600

p・p・m ・で，可 溶性 屎 尿 B・0 ・D ・の 大 半約 67

％は 揮発酸 に よ る B．O ．D ．で あ る．夊 こ の

揮発酸 は醋酸を主 と し 、 そ の 他僅 か に プ ロ

ピ オ ン 酸等 を含む．

　屎尿処理 法 の 目的は ，
こ れ ら屎尿分劃 の

各 B ．0 ．D ．物質を
’
合理 的且 つ 経済的に 除去

す る に あ り，   不溶性屎尿 の B・O ・D ・物質

の分離 ， 除去 ，   可溶性屎 尿 特ic屎尿揮発

酸 の 分解消化に 区別 され る．従来全 国 的 に

普及 して い る嫌気 性消化法 は ， 嫌気性細菌

に よ り不溶性 B ・0・D ・物質を液化， 分解 し

て 低分子 の B・O ・D ．物質 に変化させ ，
こ の

低分子物質と し て の 揮発酸を メ タ ン と炭酸 ガ ス に分解 し且 つ 同時に 液化分解の 困難な物質を 沈澱 ， 分離す る こ と

を 目的 と して い る．本法 は 前述の 処理 日 的に 合致す る 良法 で あ る が ， 元来 こ の 方法 は 嫌気性菌の 作用に よ れ る た

め その 分解反応は極 め て 遅 く， 且 つ 厖大 な 処理 施設を要す る欠点が あ る．又近 年二 ， 三 の 都市 で 実施中の 消石 灰

と硫酸第一鉄 を 用 い る化学処 理 法 或 は遠 心 分離 処 理 法 で は前記 不 溶性屎 尿 （浮 遊 固形 物）に 由来す る B・0 ．D ．物質

の 分離除去 は極め て容易で あ るが ， 可溶性屎 尿特に 屎尿揮発酸 に 由来す る B．OD ，物質の分離除去 は困難 で ， 両

処理 法に よ る浄化率は屎尿の 揮発酸と B，O ，D ，の 関係か らすれ ば， 何れ も約58％以上 に 期待で きな い と考え られ
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る．従 つ て 現在 の 屎尿処理 法の 動向の 焦点 は 可溶性屎尿 B ．0 ・D ．の 大半を占め る 酷酸 を主とす る 揮発性有機酸の

分解 ， 消化 に あるとい える．

　Table　4 に 示 した よ うにC 、
− Ce の 揮 発 酸 中 Cs の 醋 酸 は最 も酸 素利 用 率 が 高 く，微 生 物 tcよ り酸 化分 解 を うけ

易 い．揮発酸 の 5 日 B，0 ．D ．に つ い て は古 く よ り多数の 研 究
1 °）Sl）が あ り， 揮 発酸 looep．P．m ．当 り， 醋酸 で は 110

− 880PP．m 。 プ ロ ピオ ン 酸で は360〜1100P．P 皿 ．と記録 され ，
　 B．O ．D．測定tC用 い る揮発酸濃度と接種源に よ り種

々 変動 した値が 報告 され て い る．一般 に 有機酸 は微生物に よ りβ一酸 化を 通 じて 醋酸 ま で酸化 され，こ の 醋 酸 は ア

セ チル ーCoA の 如 き活性 醋酸 と な つ て T ・CA 　Cycle に 入 り， 好気 的酸化を うけ る
ga）。醋酸 は 大抵の好気性細菌

に よ り容易に炭 素源 と して 利用 され 且 つ 酸 化代謝 され るか ら， 有機酸の B．O ・D・並び に そ の 酸素利 用率は 屎尿処

理 の 今後の 動向 を示唆す る もの と し て興 味 深 い ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要 　　 　　 約

　直接燐酸 蒸 瑠 法 に よ り屎尿 揮発酸量 を 測 定 し，屎 尿 の揮発酸 と B・O ・D ・の 関係を明 らか に し た．

　 1．屎尿 の 揮発酸 は 約 4500 〜7500p・p・m ．
， 平 均6000p．p・m ・程度に 含 まれ ， 主 と し て 醋酸 ， そ の 他僅 か に プ ロ ピ

オ ン 酸等 を含む．

　 2 ．屎 尿 の B．O ．D ．は約 11000p．P．凪 ， 不溶性 屎 尿 （浮 遊 固 形 物）の B．O ．D ．は 約 4000P．P．m ．
， 可 溶 性 屎 尿 の B．O ．

D ．は 約7000p・p・m ・
， そ の 中屎尿 揮発酸 に 出来す る B・O ・D ・は 約4600p・p・m ・で ， 可溶性屎 尿 B・O ・D ・の 大半約6フ％ は

揮 発酸 に よ る．

　 3．純 粋揮 発酸 1000P・P．m ．の B．0 ・D ．は，蟻 酸 で は 107　P・P．m ・
， 醋酸 で は 615P・P・m ・，プ ロ ピ オ ン 酸 で は857　P．P，

m ．
， 酪酸で は 97gP．P．m ．

，
バ レ リ ン 酸 で は 82gP．P．m ．，カ プ ロ ン 酸 で は 408P．P．m ．で ， 屎尿揮発酸 の B．0 ．D ，は 約742

〜900P．P．皿 ・で あ る．

　 4 ．揮 発酸 の 酸素利 用率 は酪酸 が 57フ ％ で 最 も高 く， 分子量 の 増加 と共に 減少す る．

　本 研 究 に 当 つ て 御指 導 ， 御 校閲 を 賜 つ た 大 阪 大 学照 井 教 授 ， 前 京都 大 学 教 授 門 浦 運一博士 並 び に 京 都 大 学 庄 司

教授 に 深謝す る．又 本研究に 御援助 と御校閲 を賜つ た前 大 阪 市立 衞 生 研 究所 長 茶 珍 博士 並 び に 同環境衞生 部主任

渡 辺 博 士 に 感 謝す る．

　　 本論 文 の 要 旨 は 1958年 10月 ， 第 13回 日 本 公衆 衛 生 学 会 の 公 共 用 水 汚 濁 防 止 の シ ン ・ド ジ ア ム 並 び に 1959年 4 月 ，

第29回日 本衛生 学会 に お い て 発 表 し た
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